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令和7年2月12日（水）　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：川守田　裕紀
	赤坂
	金井
	坂本
	藤原
	川守田
	城内
	佐藤
	菊地
	上野（夢）
	竹ヶ原

	〇
	五福
	準
	深
	〇
	休
	深
	年
	〇
	休

	永瀬
	田浦
	橘（茉）
	北
城
	坂澤
	矢幅
	橋本
	角濱
	木村
	馬場

	傷病
	準
	休
	産休
	外来
	〇
	外来
	外来
	準
	〇

	春日
	奥寺
	織田
	久保
	橘（み）
	細海
	
	
	
	

	傷病
	深
	休
	休
	休
	〇
	　
	
	
	



＜連絡事項＞
・特に無し

＜患者様連絡事項＞
・島守　修子様～主治医より退院許可あり。退院支援を進めていく。

・田村　智美様～家族へ主治医面談。治療抵抗性であり、今後の治療としてクロザリルを使用するか、MECTを行うか、療養型の所へ転院するかの選択となることを同席者へ説明。身内と相談し改めて連絡をすると言う事であった。

・木原　真理菜様～家族へ主治医面談。入院時の検査で身体の面でも問題がある可能性があるので、詳しい検査や治療などを望むのであれば他病院への転院が必要となることを説明。家族としては、身内内で話し合って決め、後ほど結果を電話連絡するとのことであった。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放中他室侵入、迷惑行為自制出来ず、早めに開放観察終了。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。妄想言動あり、一時的に壁蹴りあり。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。内服薬を選別して飲もうとする事あり、介入している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

[bookmark: _GoBack]・北村　奈美様～終日隔離中。支離滅裂な言動は持続、幻聴については否定。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜小栁Dr.患者様診察情報＞
・松田　健様～状態安定しており、北病棟への転出許可あり。

・庭田　久美子様～眠前薬、マイスリー→ホリゾンへ変更　オランザピン追加。モサプリド中止。

・大清水　里美様～次回処方分よりオランザピンは減量。

・大江　あや子様～次回処方分よりメトグルコ中止。
